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1. 研究内容・成果
(1) Zalcman 領域上の有界正則関数の構成について；
２葉被覆面の点分離の問題（Myrberg現象）の研究へ応用することを目的

として, 複素平面上のある種の無限連結領域上で有界な正則関数の構成につい
て研究した.
考える領域はつぎのようなものである。∆0 を穴あき単位円板とし、その

中に数列 {cn}∞n=1 を 1 > cn ↘ 0 なるようにとる。∆n を中心 cn 半径 rn の
互いに交わらない閉円板とし、領域 D(cn, rn) := ∆0 \ ∪∆n を考えると、こ
れは無限連結領域になっている。この領域を Zalcman 領域と呼ぶ。
与えられた {cn}∞n=1が

∑∞
n=1 cn < ∞をみたせば無限積p(z) =

∏∞
n=1 z/(z−

cn) は収束して、∆0 上の有理型関数を定める。ここで半径 rn をどのように
とれば p がD(cn, rn) 上有界になるかという問題に対し、次の結果を得た。

{cn}∞n=1が条件 lim supn→∞ cn+1/cn < 1をみたすとき、p ∈ H∞(D(cn, rn))
となるための必要十分条件は supn∈N cn

n/(c1 · · · cn−1rn) < ∞.

(∆̃0,∆0, π) を限界のない２葉被覆面で {π−1(cn)}∞n=1 を分岐点にもつも
のとする。D̃ = π−1(D) ⊂ ∆̃0 とおくと、(D̃, D, π) は限界のない分岐点をも
たない２葉被覆面になる。H∞(D̃) = H∞(D) ◦ π が成立するとき (D̃, D, π)
について Myrberg 現象が起こるという。上記の結果を用いると、Myrberg
現象について Hayashi と Nakai により得られた cn = 2−n の場合の結果を
lim supn→∞ cn+1/cn < 1 なる場合に拡張することができる。

{cn}∞n=1 は lim supn→∞ cn+1/cn < 1 をみたすとする。
(1) supn∈N cn

n/(c1 · · · cn−1rn) < ∞ ならば (D̃, D, π) について Myrberg 現
象は起こらない。(2) H∞(D) に対し z = 0 で一致の定理が成り立つならば
N(n) →∞.

ここで H∞(D)に対し z = 0で一致の定理が成り立つとは、次の性質をも
つ f ∈ H∞(D) は f ≡ 0 に限るときのことをいう; lim

z<0,z→0
f (m)(z) = 0 (m =

0, 1, 2, · · · ). 関数 p は導関数については lim
z<0,z→0

p(m)(z) = 0 (m = 0, 1, 2, · · · )
が成り立つので pがD 上有界ならば一致に定理が成り立たないことがわかる。
以上の結果は {cn} が条件 lim supn→∞ cn+1/cn < 1 をみたす場合のもの

である。この条件をみたさない場合として、中心列 cn = n−α(1 < α ≤ 2) を
考える。このとき、半径 rn をどのようにとっても pはZalcman領域D(cnrn)
上有界にならないことを証明した。



(2) 複素平面上の単位円板, 双曲型開リーマン面上の p 乗可積分な正則関数の
なす Banach 空間について；
双曲型 (開)リーマン面 R(∼= ∆/Γ) 上の p 乗可積分な正則関数を, 単位円

板 ∆ 上の p 乗可積分な正則関数で, ある Fuchs 群 Γ に関し不変となってい
るものとみなして, 現在, その諸性質を調べている.
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